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岡谷市工業活性化計画策定に係るアンケート調査等業務企画提案仕様書 

 

１ 業務名 

岡谷市工業活性化計画策定に係るアンケート調査等業務 

 

２ 業務の目的 

本業務は、岡谷市工業活性化計画※の平成31年度から令和5年度までの成果（以下「施策効果」

という。）と市内企業の抱える課題、強みおよび市内企業を取り巻く環境等の現状についてア

ンケート等を実施のうえ、分析し活用することで、令和6年度から令和10年度までを計画期間

と位置づける工業活性化計画を策定(見直し)することを目的とする。 

※岡谷市工業活性化計画は、工業集積都市として時代に即応した施策を展開するための計画として平成5年度に策定した

もの。平成9年度に一部見直しを行い、その後、中小企業を取り巻く環境が大きく変化したことから、平成20年度、平成25

年度、平成30年度に、5ヵ年毎の見直しを行った経過がある。 

現計画については下記を参照のこと。 

https://www.city.okaya.lg.jp/technoplazaokaya/kogyoshinkoshisaku/kougyousinnkounikannsurukeikaku/10658.html 

３ 業務の期間 

契約締結日から令和６年３月３１日まで 

 

４ 業務内容 

施策効果の検証および市内企業の現状把握のためのアンケート・ヒアリング調査、関係機関

および各種業界団体へのヒアリング調査を実施のうえ分析・考察を行う。具体的には下記を想

定。 

・ 支援企業（例：計画の認定による支援を実施した企業等）における施策効果の検証 

・ 市内企業の特質する技術の抽出 

・ 市内企業の技術的な問題や課題の抽出 

・ 市内企業の｢強み･弱み｣の見える化 

・ 各業界において中小製造業に求められるニーズの把握 

・ 業種(業界)別の動向の把握 

・ 各分野における今後の推移予測 

具体的な内容は、以下に示すとおり。 

（１）市内企業へのアンケート調査 【対象：約 500社（予定）】 

  ア 調査票の設計（内容については、市と事前協議を行うこと） 

  イ 集計・クリーニング・分析 

  ウ 報告書の作成 

※実査は業務内容に含まない。 

（２）市内企業へのヒアリング調査【訪問企業数：50社（予定）】 

  ア ヒアリング内容の設計（内容については、市と事前協議を行うこと） 

  イ ヒアリングの実施 

https://www.city.okaya.lg.jp/technoplazaokaya/kogyoshinkoshisaku/kougyousinnkounikannsurukeikaku/10658.html
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  ウ ヒアリング結果の取りまとめ 

  エ 報告書の作成 

（３）関係機関および各種業界団体へのヒアリング調査 

  ア ヒアリング内容の設計（内容については、市と事前協議を行うこと） 

  イ ヒアリングの実施 

  ウ ヒアリング結果の取りまとめ 

  エ 報告書の作成 

対象は下記を想定。 

・ 国（経済産業省、同関東経済産業局、中小企業庁等） 

・ 長野県（長野県工業技術総合センター等） 

・ 信州大学 

・ 医療、航空宇宙、環境、新エネルギー、自動車等に関する業界団体 

（４）実施スケジュール（予定） 

  ア 各アンケート調査は、８月末までに分析まで行うものとする。 

  イ 各ヒアリングは、１１月末までに取りまとめまで行うものとする。 

（５）その他 

業務について疑問が生じた場合は、市と協議を行い、 業務の円滑な進捗を期さなけれ

ばならない。  

 

５ 成果品 

各報告書（紙媒体および電子データ） 

 

６ 成果品の提出 

提出先は、岡谷市産業振興部工業振興課とする。 

 

７ 業務上の留意事項 

（１）業務内容の詳細については、企画提案の内容を基本として、岡谷市と受託候補者が協

議して決定する。 

（２）受託者は、本業務で知り得た事項および関連資料を当該業務に関わる者以外に漏らし

てはならない。  

（３）本業務契約に基づいて作成された成果品の著作権は、岡谷市に帰属する。 

（４）本業務に当たっては、第三者の権利を侵害しないよう十分留意すること。やむを得ず

第三者が著作権を有する映像、意匠、ソフト等を使用する場合には、あらかじめ岡谷市

と協議の上、著作権法に定められた手続きによること。 

（５）本仕様書に記載していない事項又は疑義が生じた場合には、市と協議の上、対応を決

定すること。 


